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と
も
あ
る
。
国
見
町
の
特
性
と

地
域
づ
く
り
を
考
え
、
国
・
県

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

国
認
定
を
受
け
た

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
と
交
流
の
場
（
道
の
駅
）

に
は
国
見
の
独
自
性
が
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
核
に
な
る
も
の

と
考
え
る
。

　県北浄化センター汚泥の全量搬出に向けた監視体
制の継続。除染対策、健康管理、農産物の検査体
制の維持と風評被害払拭。

　防災訓練の実施。各地区自主防災会連絡協議会へ
の支援。防犯防災の対策。

　農商工一体の町民が集える交流の場（道の駅）の
整備。農業の６次化の推進。各種のイベントの展
開。近隣市町村や首都圏、協定市町村との交流の
拡大。

　旧小坂小・旧大木戸小の廃校活用。屋内遊び場、
預かり保育、放課後児童クラブなど子どもの育成。
生きがいデイサービス、いきいきサロン、介護予
防フェスタなど高齢者事業の推進。

　合併６０周年記念事業による町内外への情報発信を
強化。歴史を活かしたまちづくり事業や地方創生
に向けた総合戦略策定の取り組み。国・県など関
係機関との連携強化。

町長施政方針� （要旨）平成27年度

復
旧
復
興
の

完
成
は
い
つ
か

　

町
長
が
復
旧
・
復
興

が
完
成
し
た
と
判
断
す

る
の
は
い
つ
か
。
ど
の
く
ら
い

の
期
間
が
必
要
な
の
か
。

　

除
染
で
は
仮
置
き
場

か
ら
の
町
外
搬
出
が
始

ま
ら
ず
、
米
の
風
評
被
害
も
非

常
に
厳
し
い
。
こ
れ
ら
を
一
つ

ず
つ
ク
リ
ア
し
、
状
況
を
見
き

わ
め
て
判
断
し
た
い
。

　

国
の
地
方
創
生
の
政

策
に
対
す
る
町
長
の
考

え
は
。　

町
の
特
徴
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
地
方

創
生
で
あ
る
。
し
か
し
、
差
別

化
が
町
の
衰
退
に
つ
が
な
る
こ

問町
長

町
長 地

方
創
生
へ
の

取
り
組
み
は

施
政
方
針
に
対
す
る
質
問

　

し
か
し
、
こ
の
実
現
に
は
か

な
り
の
時
間
と
労
力
が
必
要
と

な
る
。
国
が
進
め
る
地
方
創
生

に
取
り
組
む
余
裕
は
あ
る
の

か
。

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計

画
、
道
の
駅
の
整
備
、

交
流
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
を

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
盛
り
込

み
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ

せ
、
町
の
維
持
・
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　

町
の
人
口
は
、
将
来

６
０
０
０
人
に
減
少
す

る
と
聞
く
。
人
口
減
少
に
沿
っ

た
計
画
策
定
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

数
字
は
あ
く
ま
で
推

計
で
あ
り
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
総
合
戦
略
や
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、
国
見
型
の

ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
人
口
減

少
を
抑
制
で
き
る
よ
う
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

１．東日本大震災からの早急な復旧復興

２．安全安心なまちづくり

３．活力あるまちづくり

４．思いやりのあるまちづくり

５．町の継続的な維持発展

町
長

問

問

問町
長 人

口
減
少
の
推
計
に

対
応
で
き
る
の
か

大
学
生
が
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

（
内
谷
地
区
地
域
づ
く
り
カ
フ
ェ
の
様
子
）
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道
の
駅
の
運
営
に
つ

い
て
、
経
営
赤
字
を
心

配
す
る
声
を
聞
く
が
、
道
の
駅

に
入
る
コ
ン
ビ
ニ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
の
黒
字
を
見
込
む
根
拠
は
何

か
。

　

売
り
場
面
積

や
交
通
量
、
そ
れ

ぞ
れ
の
営
業
デ
ー
タ
を
利
用

し
、専
門
家
が
算
出
し
た
も
の
。

　

宿
泊
施
設
は
ど
の
よ

う
な
も
の
に
な
る
の
か
。

　

本
格
的
な
宿
泊

施
設
と
し
て
、
個

室
と
大
広
間
を
つ
く
る
予
定
。

企
業
の
合
宿
や
研
修
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
施
設
内
で
食
事
を

す
る
な
ど
連
携
し
た
経
営
を
考

え
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
の

経
営
計
画
に
減
価
償
却

費
や
店
舗
借
り
上
げ
料
が
見
当

た
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

施
設
は
町
が
建

設
し
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
に
貸
す
よ
う
に
な
る
。

町
が
会
社
に
支
払
う
管
理
運
営

の
委
託
料
と
ま
ち
づ
く
り
会
社

が
町
に
支
払
う
施
設
使
用
料
が

差
し
引
き
ゼ
ロ
に
な
る
た
め
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
施
設
を
持

た
な
い
た
め
減
価
償
却
は
発
生

し
な
い
。

問問

問

■基金（貯金）の残高

会計名 26年度末
貯金残高

27年度末見込
貯金残高

財政調整基金 8億5161万円 6億494万円

東日本大震災復
興関係の基金　 2億3404万円 1億1662万円

その他の基金
（一般会計） 3億8450万円 3億2911万円

■町債（借金）の残高

会計名 26年度末
借金残高

27年度末見込
借金残高

一般会計 60億1160万円 63億8039万円

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

産
業
振
興

課
　
　
長

宿
泊
施
設
も
設
置

す
る
の
か

経
営
計
画
に
減
価

償
却
が
な
い
が

道
の
駅
の

売
り
上
げ
根
拠
は

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

法
人
税
の
増
収
約
１

３
０
０
万
円
は
震
災
除
染
事
業

に
よ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
除

染
事
業
が
終
了
し
、
減
収
と

な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。

　

除
染
事
業
分
は
減
収

に
な
る
が
、
国
の
景
気

対
策
や
震
災
後
４
年
が
経
過
す

る
こ
と
も
あ
り
、
企
業
業
績
や

地
域
経
済
が
回
復
傾
向
に
あ

り
、
極
端
な
減
収
に
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

も
も
た
ん
広
場
は
全

額
が
補
助
金
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。今
後
、補
助
金
が
な
く
な
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

何
ら
か
の
国
、

県
の
補
助
事
業
を

利
用
し
、継
続
し
て
い
き
た
い
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り

は
、
認
定
を
受
け
れ
ば
事
業
の

補
助
金
が
５
％
上
乗
せ
に
な
る

と
聞
い
た
。
当
町
は
該
当
す
る

の
か
。

　

見
込
み
ど
お
り
、

５
％
上
乗
せ
に
な
り
、

そ
の
分
の
町
負
担
が
減
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

ご
み
処
理
負
担
金
２

２
３
０
万
円
の
構
成
市
町
の
割

合
は
い
く
ら
か
。

　

負
担
割
合
は
、

ご
み
の
搬
入
量
で

決
ま
り
、
当
町
は
全
体
の
約

９
％
。
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
分
別

を
徹
底
し
、
ご
み
の
搬
入
量
と

負
担
金
が
減
る
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
。

当
初
予
算
の
お
も
な
質
疑

問問

問

問

今
後
の
税
収

見
込
み
は

も
も
た
ん
広
場
の

継
続
は

補
助
金
は
増
額

さ
れ
る
の
か

ご
み
処
理
負
担
金

割
合
の
算
出
方
法
は

幼
児
教
育

課
　
　
長

税
務
課
長

建
設

課
長

ももたん広場で元気に遊ぶ子どもたち

住
民
生
活

課
　
　
長


	くにみ議会だより_NO.164(3月議会号)_Part4
	くにみ議会だより_NO.164(3月議会号)_Part5

